
令和５年度 第１回オホーツク地区女子・ユース審判研修会２０２３．７．１ えんがる球技場 
実技研修 オホーツク中学校サッカー大会（１回戦）  

■受講者      ６名 ユース３級審判員（高校３年４名）、ユース４級審判員（高校２年１名・高校１年１名） 

■インストラクター 大石かおり   関口 航太 
■受講者の感想 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■まとめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の研修では久しぶりに U-15 カテゴリーの試合を吹き、普段やっている

予測は動きが通用せず上手くいかなかったりした場面が多かったので、どん

なカテゴリーになったとしてもいつものパフォーマンスが出来るようにして

いきたいと思いました。（ユース３級審判員） 

今回のユース研修会では、主審 1試合、副審１試合を務めさせていただき

ました。主審をするのは今年の３月以来で久しぶりでしたが最後まで務める

ことができてよかったです。また、普段一緒に活動することのないユース審

判員とも会うことができたので嬉しかったです。今回の研修会で感じた良か

った点は、いつも以上に一緒になった審判員と目を合わせることを意識する

ことができたことです。反省点は、主審を務めたときに争点から遠い位置に

いること、争点が見にくいポジショニングになっていたことがあったことで

す。 

 今回の研修会で得た経験を今後の活動に生かしていきたいと思います。

今回の研修会に関わっていただいた方々や３種の先生方、ありがとうござい

ました。（ユース３級審判員） 

 

初めて 3種の公式戦の副審 2試合を務めさせて頂きました。今年に入って

から審判として活動させていただける機会が増えてきたのですが、まだ全然

上手くいかず周りの先生方などのアドバイスを聞き、自分のできていないと

ころなどが改めて見つけることができこのユース研修会でとてもいい経験が

出来ました。 

 これからもアドバイスをくれる先生方や審判をやる機会を作ってくれた

方々に感謝して、成長して行けるように頑張って行きたいです。（ユース３級

審判員） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 実技研修の機会を提供していただいた３種の皆様、また、ユース審判員にアドバイス等暖かなご配慮をいただいた審判団の皆様、誠にありがとうございま
した。 
 審判委員会では、今年度から「女子・ユース部会」が発足し女子やユース審判員の育成に力を入れることになりました。昨年から web による勉強会で知識
を増やしてきたユース審判員のうち、今回は６名が参加しました。公式戦が初めての審判員もいましたが、この経験が更なるレベルアップにつながっていく
と思います。 
  

審判に興味がある・審判活動を頑張ってみたい中学生・高校生を募集しています。連絡先：審判委員会女子・ユース部会 大石 ０９０－２６９３－７５２１ 

まだ審判経験も浅い中、初めての公式戦ということでとても緊張しました

が、今回の活動でいろいろ学ぶことも多く、いい経験ができたと思います。 

実際に副審をしていて、何度も失敗していたりできていないことが多くあ

りましたが、先生方の振り返りで頂いたアドバイスやコメントを聞き、審判

として前進したと思います。 

また、試合中以外の場面でも、マッチミーティングであったり、審判同士

の打ち合わせの場面で同年代でも活躍している姿を見てとても参考になりま

した。 

 不安も感じていましたが、実際に今回参加してみて率直に楽しいと感じ

ました。また機会があれば審判活動に参加して、自分の審判としての実力を

伸ばし、いろんな人との関わりも増やしていきたいと思いました。 

（ユース３級審判員） 

今回の研修で、私は 2試合フォースに入りました。その中で感じた課

題は、ベンチへの声がけをしっかりできないことです。気づいたことが

あっても、気が引けてなかなか注意できなかったり、言葉遣いが統一さ

れていなくて、あまり良くない注意の仕方になっていると感じました。

ですから、これからフォースに入る機会があれば、この 2つのことを意

識し、ベンチにいる選手やチーム関係者も気持ちよく試合をできるよう

サポートしていきたいです。 

交代の手続きやアディショナルタイムの確認、提示などは落ち着いて

できたのでこれからも続けていこうと思います。私はまだ 4級でフォー

スにしか入ったことがないので、たくさん勉強し副審や主審に入り、3

級になれるよう努力していきたいです。（ユース４級審判員） 

 

 

最初は初の公式戦ということもあり、かなり緊張しました。審判は公平な

判断が求められるため、正確かつ的確な判断力が必要とされます。だからこ

そ、今回のような公式戦を審判することは、私自身のスキルを向上させるた

めの良い機会でした。それと同時に、私にはまだたくさん覚えなければなら

ないことや、足りないことを多々見つけることができました。 

しかし、今回、中体連の審判をすることができたのは、私にとって大きな

自信となりました。これから先、多くの試合に参加し、経験を重ね、私自身

のスキルのさらなる向上、公平な試合運営ができるよう、より一層努力を積

み重ねていきたいと思います。（ユース４級審判員） 


